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概要
大学教育において，授業支援システム（Learning Management System: LMS）の普及は著しく，電子的に蓄
積された教育・学習データを活用した新たな大学教育の実現に対する期待が高まっている．名古屋大学では Sakai

をベースとする LMS である NUCT を運用しているが，操作性や可視性が高いとは言い難く，ユーザーインター
フェースの改善が望まれていた．本稿では，名古屋大学にて NUCTの外部システムとして，これらの問題を解決す
べく新たに開発された 2つのシステムについて述べる．1つ目のシステムは NUCT上で登録されている講義サイト
を時間割表の形で表示するものであり，講義サイトへのアクセス性を高める効果が期待される．2 つ目のシステム
は課題や小テストの提出状況を一覧表示するものであり，可視性を高める効果が期待される．これらのシステムの
仕組みを述べるとともに，本格運用に向けた準備状況について紹介する．

1 はじめに
教育・学習における情報技術の利活用は，場所的・時
間的な制約を受けない学習環境の提供や，個人に適し
た学習環境の提供など，従来の教育環境では実現困難
であった課題を解決できる可能性を秘めている．様々
な情報技術の研究開発が精力的に行われているが，一
つの基盤となり得るのが授業支援システム（Learning

Management System: LMS）であり，大学教育にお
いて広く普及している．LMS は，受講学生への連絡，
授業に必要となる教材や資料の保管や配布，レポート
課題や試験などの成績管理，受講学生の学習履歴の記
録など，授業を実施する上で必要となる様々な機能を
統合的に備えており，教員および受講者は，Web ブ
ラウザを通じてこれらの機能を利用することが可能で
ある．

2 従来の LMS

名古屋大学では，LMS として Sakai を利用してお
り，2010 年度から NUCT（Nagoya University Col-

laboration and course Tools: 図 1参照）として運用
している [1]．2015 年度からは全学部講義の自動登録
を開始したこともあり [2]，利用講義数は年々増加傾向
を見せ，特に 2020年度には Covid-19対応による講義
のオンライン化により，その利用率は 75%を超えてい
る (図 2参照)．Sakaiは講義サイトごとに，
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などのメニューを提供し，講義ごとに使用するメニ
ューをカスタマイズして運用されている．
しかし，利便性の観点から，現行の NUCT には以
下のような問題があった．

1. 全ての受講講義サイトが無秩序に並んでおり，目
的の講義サイトがどこにあるか探しづらい．

2. 受講している学生全体の課題の提出状況を教員
や TAのみ閲覧でき，学生側から見ることができ



図 1 NUCTの概観

ない．
3. 未提出の課題の一覧を見ることができない．

2020年度以降，多くの講義で NUCTを通した講義資
料の配布や講義の連絡，課題の提出などの活動が行わ
れているため，学生は 1 日に複数の講義サイトを横
断的に閲覧することになるが，問題 1は，このように
NUCT を日常的に利用する学生にとってストレスに
なると考えられる．問題 2は，これを解決することで
学生の「周りの学生が頑張っているから自分も頑張ろ
う」というモチベーションの向上が期待される．また，
問題 3が解決することは，課題の存在に気づかずに提
出を忘れてしまうという事態を減らすことができると
期待される．
学生の利便性向上という観点から Sakaiのユーザー
エクスペリエンス (UX: User eXperience) を改善し
たソフトウェアとしては，武田ら [3, 4]によってオー
プンソースで開発された Comfortable Sakai がある．
これは登録されている講義の課題・小テストの一覧を
LMS のサイト上に表示し，チェックボックスによっ
て提出状況を管理できる機能と，課題に対するメモ機
能を持ち，ブラウザの拡張機能として開発されている
ため簡単に導入できる，オープンソースで開発されて
いるなどの特徴がある．これは課題・小テストの提出
状況の管理を LMS のサイト上で行うことが可能であ
る一方で，学生は手動で提出状況を入力する必要があ
り，他の学生の提出状況を見ることはできないという
問題は依然として残されている．

図 2 NUCTの利用状況

3 利便性向上のための LMS外部システム:

NUTTと NUCT-vis

NUCTの利便性の改善に向けて，講義サイトへのア
クセス性を高める機能，講義ごとのメモを保存する機
能，課題・小テストの提出状況を LMS から自動的に
取得して提示する機能，また，提出済の受講生の割合
を表示する機能などの実現が望まれる．そこで，東海
国立大学機構情報環境部において学生による開発チー
ムが結成され，2章で挙げた問題 1に対応するために
NUTT（Nagoya University Time Table）を，問題
2，3 に対応するために NUCT-vis を新たに開発し
た．これらのシステムは共に，ユーザー認証に名古屋
大学が学内向けシステムに対して横断的に運用してい
る CAS(Central Authentication Service)サーバーを
用いており，Laravel フレームワーク (PHP) による
Webアプリケーションとして実装されている．
3.1 NUTT

NUTTは Sakaiの課題であった，講義サイトのアク
セス性の低さを解決するために開発された．本システ
ムは主に以下の 2つの機能を有する．

• アクセス可能な講義サイトを学期ごとの時間割表
の形式に表示する．

• 講義ごとのプライベートなメモを提供する．

3.1.1 機能の詳細
NUTTの概観を図 3に示す．年度ごと，学期ごとに
時間割表の形式で表示されており，ユーザーが素早く
目的の講義サイトに到達することを可能にしている．
また，図 4に示すように講義ごとのメモを保存するこ
とができ，メモの有無を表す鉛筆のアイコンを時間割



図 3 NUTTの概観

図 4 NUTTのメモ画面

表に表示する．また，名古屋大学のオンライン講義に
て頻繁に用いられる

• Microsoft Teams

• Zoom

の URL がメモ内に存在するとき，クリックすること
でその URL を開くボタンについても時間割表に表示
する．
これらの機能により，ユーザーは講義参加に関する
情報を本システム上に集約することができ，高い利便
性を提供できていると考えられる．
3.1.2 システムの全体構成
本システムは主に，Apache2によるWebサーバー
と CAS 認証サーバー，MAriaDB によるデータベー
ス，NUCTの SakaiAPIからなる．システムの構成を
図 5に示す．　Webサーバーは PHPによる Laravel

フレームワークを用いて実装されており，処理の根幹
を担う．ユーザーのブラウザなどからのリクエストに
対する処理の中では，CAS認証サーバーや SakaiAPI，
データベースと連携して講義とメモに関する情報を取
得し，曜日や時限の分類などの処理を経て HTML を
レスポンスとして返す．
3.1.3 データベースの構成
データベースは NUCT 上での講義サイトの情報を
格納する SAKAI SITESテーブルと，ユーザーのメモ
を格納する NOTESテーブルを持つ．各テーブルは以
下の情報を保持する．

• SAKAI SITES

– サイト id

– サイト名
– サイト短文説明
– 初期サイト名
– 初期サイト短文説明

• NOTES

– サイト id

– ユーザー id

– メモの内容

本学ではサイト名は，「微分積分学 1(2022年度秋 1

月 1)」のように講義名，年度，曜日時限という順番
に記載し，サイト短文説明はこれらの英語版を記載す
るというルールに基づいて作成される．ただしこれら
は講義の担当教員によって変更することができてしま
い，不具合の原因になる可能性がある．そこで，初期
状態でのそれぞれの値も保持することでこの問題に対
処している．
3.1.4 講義とメモの情報の処理
データベースには講義の曜日時限を直接扱うカラム
は存在せず，サイト名を正規表現によってパースする
ことで年度，学期，曜日，時限の情報を抽出する．こ
こで，サイト名のパースに失敗した場合は，初期サイ
ト名をパースし，こちらも失敗した場合は「分類不能
なサイト」として表示する．また，サイト短文説明に
ついても同様に正規表現によりパースし，成功した場
合は抽出された英語講義名を，失敗した場合は日本語
名を表示する．
続いて，各講義のサイト ID とユーザー ID からメ
モをデータベースから取得する．この時に，Teamsと
Zoom の URL を正規表現によって抽出し，メモの文
字列中に存在する時はその URL を新規タブで開くボ
タンを表示する．



図 5 NUTTのシステムの全体構成

3.2 NUCT-vis

NUCT-visは，課題や小テストの提出状況の可視性
に関する sakaiの問題点を解決するために開発された．
本システムは主に，課題と小テストのそれぞれに対し
て以下の機能を有する．

• 未提出の項目の一覧を表示
• 各課題と小テストの提出済の受講生の割合を表示

3.2.1 機能の詳細
NUCT-vis の概観を図 6 に示す．ユーザーが受講
中の講義サイトの課題・小テストを，提出・未提出の
区分別に一覧表示する．サイト横断での課題・小テス
トの一覧表示により，提出漏れの確認を可能にしてい
る．また，各課題・小テストの提出割合及び日別提出
者数推移を表示する (図 7参照)．日別提出者数推移に
は，自分の提出日が表示される．これらの機能により,

ユーザー自身の提出状況・他の受講生の提出状況が可
視化され，学生のモチベーション維持の一助になると
考えている．
3.2.2 システムの全体構成
本システムの主な構成は, NUTT と同様に，

Apache2 による Laravel フレームワークで実装され
たWebサーバーと CAS認証サーバー，MariaDBに
よるデータベース，NUCTの sakaiAPIからなる．シ
ステムの構成を図 8に示す．
ユーザーからのリクエストに対する処理は以下の通

図 6 NUCT-visの概観

図 7 NUCT-visにおける提出状況の表示

りである．

1. CASによるユーザー認証
2. Sakai APIを用いた，ユーザーのNUCT内部 ID，



図 8 NUCT-visのシステムの全体構成 (図は課題へのアクセスの例．小テストへのアクセスの場合は，課題
テーブル，課題提出情報テーブルの代わりに小テストのものを用いる．)

ユーザーの受講中講義サイト及び受講生数の取得
3. 講義情報データベースとの連携による，講義サイ
トの短文説明 (講義サイト名の英語版)の取得

4. 課題 (小テスト) 情報データベースとの連携によ
る，受講中講義サイトの課題（小テスト）情報の
取得

5. 課題 (小テスト) 提出情報データベースとの連携
による，受講中講義サイトの課題（小テスト）提
出情報の取得

6. 取得した課題（小テスト）情報を提出・未提出の
区分に分類し，各課題（小テスト）の提出割合・
提出者数推移を一覧表示する HTMLを送信

本システムでは一定時間キャッシュを残すことによ
り，データベース及び API接続時間を短縮している．
また，課題・小テストで処理を分けることで，ページ
読み込み速度の高速化を図っている.

3.2.3 データベースの構成
デ ー タ ベ ー ス は 課 題 情 報 を 格 納 す る

ASN ASSIGNMENT テーブル，課題提出情報
を格納する ASN SUBMISSION テーブル，小テスト
情報を格納する SAM ASSESSMENT テーブル，小
テスト提出情報を格納する SAM SUBMISSIONテー
ブルを持つ．各テーブルは以下の情報を保持する．ま
た，NUTT データベースの SAKAI SITES テーブル

を使用している．

• ASN ASSIGNMENT

– 課題 id

– サイト id

– 課題名
– 開始日時
– 締切日時
– 最終受理日時
– 削除フラグ
– ドラフトフラグ

• ASN SUBMISSION

– 提出 id

– 提出者 id

– 課題 id

– 提出日時
• SAM ASSESSMENT

– 小テスト id

– サイト id

– 小テスト名
– 開始日時
– 締切日時
– 最終受理日時
– 削除フラグ
– ドラフトフラグ



表 1 2022年度春学期の利用状況

平日アクセス数平均 147.5

祝休日アクセス数平均 62.4

メモ機能利用者数 178

メモ機能利用者数あたりメモ数 3.7

• SAM SUBMISSION

– 提出 id

– 提出者 id

– 課題 id

– 提出日時

4 システムの運用状況
4.1 NUTT

2022 年 1 月に NUTT の基本機能の開発が完了し，
同月に小規模な試験運用を開始した．この試験運用で
は，開発チームの学生・教員の口コミにより周知を行
い，限定的な利用の中で不具合等が無いことを確認し
た．また，この際に挙がった改善案を実装・テストし，
同年 3月には全学的な試験運用を開始した．この試験
運用開始の情報は，主に NUCT 公式 Twitter アカウ
ント [5]による発信と，NUCTトップページへの掲載
により周知した．
2022 年度春学期の利用状況を表 1，図 9，10 に示
す．図 9，10 において，not logged in，logged in は
それぞれ CAS 認証によるログインの状況を表す．現
状では学生数に対して利用者数が少なく，本格運用に
向けてさらなる周知が必要であると考えている．
4.2 NUCT-vis

2022年 9月に NUCT-vis の基本機能の開発が完了
し，現在は開発チームの学生による動作テストと，そ
こで見つかった不具合の修正を行っている．修正作業
が完了次第，2022 年 10 月を目標に全学的に周知し，
試験運用を開始する予定である．

5 今後の展開
2023年度より，名古屋大学では LMSを NUCTか
ら，東海国立大学機構として岐阜大学と統合された
ものに更新する予定である．NUTT，NUCT-vis は
LMS 更新後に本格運用を開始することを予定してい
る．また，それに向けて現在はシステム更新への対応
のための開発に取り組んでいる．

図 9 平日の NUTTへのアクセス数

図 10 祝休日の NUTTへのアクセス数
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